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為了更好地使用本產品，請仔細閱讀本說明，說明中詳細列舉了使用指南、安全須知、產品說
明和維護保養等資訊。
如需其他幫助和資訊，請聯繫我們的客服進行諮詢，在使用時，請遵循本說明的指導，兒童需
在監護人的陪同下使用本產品。

產品資訊

安全警告

產品名稱

产品型号

適宜年齡

主要材質 

 

多功能兒童自行車

C-Run X3Plus

2-6歲

鋁合金+塑膠

產品檢驗

產品淨重

產品承重

執行標準 

合格

6.6 KG

40 KG

平衡車，平衡學步車形態適用年齡2-6歲。
自行車，自行車（帶輔助輪）形態適用年齡2-6歲。
使用車台前，請確保所有鎖定裝置均處於鎖定狀態才可使用。
當兒童乘坐時，看護人不應離開。
當兒童乘坐時，請勿進行形態變換等操作。
請勿在公共交通道路，易翻車場合，高低不平的地帶，樓梯，動扶梯，水池
等危險場所使用。
請勿在車臺把手上掛靠任何物品，以防影響車臺的穩定性。
請勿用有機溶劑擦拭車體。
在使用前，請監護人仔細閱讀說明書並且請妥善保存供以參攷，如不按照說
明書操作可能會影響兒童安全。

GB14746-2006、GB 6675.1-2014、
GB 6675.2-2014、GB6675.3-2014、
GB 6675.4-2014

零件分解示意圖

主車架X1

脚踏X2 輔助輪組X2

鞍座X1 脚撐X1
（可選配件，具體
以收到實物為准）

擋泥板X1
（可選配件，具體
以收到實物為准）

杯架X1
（可選配件，具體
以收到實物為准）

推把X1
（可選配件，具體
以收到實物為准）

功能特點

1.平衡車形態 2.平衡學步車形態（適用年齡：2-6歲）

3 4 .自行車形態

如寶寶年齡較小，還不能自行騎行，
可拆卸脚踏，兩腳著地練習滑行。

.自行車（帶輔助輪組，帶推把）形態
自行車(帶輔助輪組，帶推把)形態本車臺
可根據寶寶需求，變換成自行車使用。

本車臺可根據寶寶需求，變換成自行車使用。

如寶寶年齡較小，還不能自行騎行，
可裝上輔助輪，兩腳著地練習滑行。

本車臺可變換四種形態，分別滿足不同需求的寶寶使用。

擋泥板安裝

手把安裝/車臺展開使用說明

將A處手把管對準車頭的孔比特（如圖B處），
同時用手指壓車把上按鍵並往下壓
（注意車把插入深度不低於警告線），
聽到噠的一聲，確認卡到到位即可，
可分有三個檔比特調節高度

擋泥板安裝完成狀態. 反之，拆卸擋泥板之前，
先將車臺折疊到一半角度後，手握擋泥板往上拉，
即可完成拆卸。

安裝擋泥板首先要將車臺折疊到一半角度後，
然後再能將擋泥板按箭頭方向對準卡槽往下按壓，
到底即可完成，最後將車臺展開即可。

收車按鍵

手把按鍵

按箭頭方向按下收車按鍵後，
旋轉車頭直到收車按鍵卡合回比特到位

按住手把按鍵可上下調節手把高低（三段檔比特） 車臺展開完成

前把手注意：手把管應插入到
最小插入深度，手把管上有最少
插入深度標記線

鞍座/輔助輪組安裝

扳開扳扣，旋轉螺母鬆開，將鞍座按箭頭方向安裝進去. 
調試到合適高度後，扭緊螺母，扳好扳扣

注意：鞍座可自由調節高度，
但安裝高度不能超過管件上的刻度線

螺母

扳扣

按圖將輔助輪組裝進車架

平衡車狀態完成

平衡學步車狀態完成

脚踏/推把安裝

自行車(帶輔助輪組，帶推把)形態把推把
按箭頭所向安裝到底並卡合住，推把組安裝完成

自行車(帶輔助輪組)形態
按住脚踏按鈕對準箭頭所向，把脚踏安裝進去並卡合住，
脚踏安裝完成。

按下脚踏按鈕對準六邊形孔推入

推把/輔助輪組安裝

自行車形態下可以把輔助輪組安裝
在如圖位置上拔動按鈴鐺按鍵，
鈴鐺會發出鐺的響聲

按住推把按鍵，往下推，
可調節三個檔比特高低

按住推把按鍵，往下推，
可調節三個檔比特高低

拆卸推把，輔助輪組
後自行車形態

一隻手按拉按住收車按鍵，
另一隻手轉動車架前部分收合車臺

旋轉到底卡合後，車臺折疊完成

收車按鍵

繼續旋轉

車臺折疊

旋轉螺栓，螺母，可調節刹車線的鬆緊度

按住脚踏按鍵，把脚踏往外拔出，即可完成拆卸脚踏 按住脚踏按鍵，把脚踏往外拔出，即可完成拆卸脚踏

按住脚踏按鍵，對準方向往裏安裝卡合到位即可完成

螺栓，螺母 脚踏按鍵

脚踏按鍵脚踏按鍵

刹車線調節/脚踏安裝/拆卸

扳開扳扣，旋轉鬆開螺母，鞍座往上提

把脚撐開口位置卡槽，對準車輪處卡槽，
推進去即可

把脚撐稍微用力向前推，即可拆卸

繼續鞍座往上提，完成鞍座拆卸
扳扣

螺母

鞍座/輔助架安裝拆卸

脚撐安裝拆卸

常見故障 可能發生的原因

輪子和輪座之間有异物卡住

輪子軸承孔磨損

將异物清除

向經銷商要求更換
新的輪子輪子

可加少許家用洗潔精
或凡士林使其潤滑

向經銷商要求維修
或更換輪胎

向經銷商要求維修
或更換

向經銷商要求維修

將异物清除

輪軸和輪子孔之間摩擦乾澀

車超重使用或車意外撞擊
導致輪軸彎曲

經受意外撞擊或氣溫溫差
過大而破損

車臺運輸或使用過程中
遭受意外撞擊變形

轉動部位有异物卡住

輪子轉動
不靈活

輪子或
塑料破損

車臺轉向
不靈活

處理方法

維修及保養說明

常見故障及處理方法

在每次使用前要檢查各種組件（螺絲鉚釘）是否牢固，完好，零部件或座布是否出現破損
應定期檢查維修。 為了您寶寶的安全，如有异常請停止使用。
避免長時間在潮濕，寒冷或高溫的環境中使用或存放，否則容易導致零件生銹，老化等情
况，影響產品使用壽命或發生危險。
清潔坐墊：解除固定織帶和四合扣，溫水手洗後晾千，不要過度暴曬。
清潔車架是不可使用漂白劑，請避免五金零件解除到水，以免生銹，影響產品使用壽命。
經常性檢查車臺，如有問題請及時維修。
各個轉動部位（如輪子關節等）不可加粘稠之機潤滑油，可加少許稀釋潤滑劑即可，避免
潤滑油粘附雜物導致影響轉動。
購車後2個月進行第二次潤滑保養，其後每3個月進行潤滑保養。
常用配件：車輪，閘皮等配件如損壞，可向經銷商要求維修或更換。

按圖，把杯架往下扣住，即可完成杯架安裝

按住推把脫開按鍵，推把往上拉，即可完成推把拆卸 完成推把拆卸狀態

按住推把，把杯架往上提，即可完成拆卸

杯架/推把安裝/拆卸

推把脫開按鍵

將圖A處推把伸縮按鍵按壓到底，同時將上杆底部對準
下杆頂部並插入（注意方向，不要裝反），如圖B所示，
當插入過鋅頭後可鬆開按鍵，繼續往裏插入直到聽到
”嗒”聲響卡住下管孔，安裝完成。

推把上組處在最高段時，把伸縮按鈕按壓到底，同時用
鐵棒往小孔裡面慢慢按壓下去（如圖A處）同時推把上組
往上拉，直到能把推把上組拉拔出來，即拆卸完成。

輔助架按鍵
輔助架按鍵

按住輔助輪組按鈕，輔助輪組往外拔，
即可完成拆卸

（後推杆和杯架為自選配件）

按住輔助輪組按鈕，
輔助輪組往外拔，
即可完成拆卸

推把安裝/拆卸

A

B A

推吧上組

伸縮按鍵

直徑小於3的鐵棒

鋅頭

安全警告

平衡車形態，平衡學步車形態適用年齡：2-6歲； 自行車（帶
輔助輪組，帶推把）形態，自行車形態適用年齡：2-6歲； 最
大承重：40KG
使用車台前，請確保所有鎖定裝置均處於鎖定狀態才可使用。
當兒童乘坐時，看護人不應離開。
當兒童乘坐時，請勿進行形態變換等操作。
請勿在公共交通道路，易翻車場合，高低不平的地帶，樓梯，
自動扶梯，水池等危險場所使用。
請勿在車臺把手上掛靠任何物品，以防影響車臺的穩定性。 
請勿用有機溶劑擦拭車體。
在使用前，請監護人仔細閱讀說明書並且請妥善保存供以後參
攷，如不按照說明書操作可能發生危險。
切勿靠近火源。
產品緊固件推薦扭力大於20N·m，小於75N·m。
（1）把手25-30N·m，（2）鞍座20-25N·m。
（3）前後輪扭矩25-30N·m
安全騎行須知：騎行時需戴好頭盔，定期檢查車閘、車輪和車
把。 
該產品由成人組裝。

前輪の取り付け

前輪

ソケットレンチ ナット ボルト 六角レンチ

フロントフォーク

前輪の取り付け

前輪をフロントフォークにはめ込み、穴の位置を合わせます。
ボルトをフォークと前輪の穴に通します（ボルトの突起部がフォークの凹みに正しく合っているこ
とを確認してください）。
ナットをソケットレンチにセットし、ボルトのネジ山に合わせます。片手で六角レンチでボルトを
固定し、もう片方の手でソケットレンチを回して締め付けます。これで前輪の取り付けは完了です
。

製品情報

安全警告

製品名

製品検査

ブランド名

主要材質

多機能子供用自転車

合格

LECOCO（レコッコ）

アルミニウム合金＋プラスチック

製品正味重量 

最大耐荷重 

製品タイプ

適当年齢

5.87kg

40kg

C-bike X3plus

2-6歳

· バランスバイク、バランス歩行車形態の適応年齢：2～6歳。
· 自転車、自転車（補助輪付き）形態の適応年齢：2～6歳。
· 車台を使用する前に、すべてのロック装置がロック状態にあることを確認してからご使用ください。
· お子様が乗車しているときは、保護者はその場を離れないでください。
· お子様が乗車しているときは、形態変換などの操作をしないでください。
· 公共交通道路、転倒しやすい場所、凹凸のある場所、階段、エスカレーター、池などの危険な場所では
   使用しないでください。
· 車台のハンドルに物を掛けないでください。車台の安定性を損なう恐れがあります。
· 有機溶剤で車体を拭かないでください。
· ご使用前に、保護者はこの説明書をよく読み、後で参照できるように大切に保管してください。説明書
   に従わない操作は危険を伴う可能性があります。

本製品をよりよくご使用いただくために、この取扱説明書をよくお読みください。説明書に
は、使用ガイド、安全上の注意、製品説明、メンテナンスなどの情報が詳しく記載されてい
ます。
その他のサポートや情報が必要な場合は、カスタマーサービスにお問い合わせください。
ご使用の際は、本説明書の指示に従い、お子様は保護者の監視の下でご使用ください。

この製品は 4 つのモードに変換可能で、子どもたちのさまざまなニーズに対応できます。

お子様が小さくてまだ自分でこげない場合は、
ペダルを取り外し、両足を地面につけて滑る練習をします。

機能特長

 1.バランスバイク形態

この車台はお子様のニーズに応じて自転車とし
て使用できます。

 4.自転車形態

お子様が小さくてまだ自分でこげない場合は、
補助輪を取り付け、両足を地面につけて滑る練習をします。

2.バランス歩行車形態

この車台はお子様のニーズに応じて自転車として
使用できます。

3.自転車（補助輪セット付き、プッシュ
バー付き）形態

 （オプション部品。詳細は実物到着を基準）

 （オプション部品。詳細は実物到着を基準）

 （オプション部品。詳細は実物到着を基準） （オプション部品。詳細は実物到着を基準）

部品分解図

メインフレーム ×1

ペダル ×2 補助輪セット ×2
マッドガード ×1

カップホルダー ×1プッシュバー ×1

サドルX1
スタンド ×1

矢印方向に折りたたみボタンを押し、折りたたみボタ
ンがカチッと元の位置に戻るまで車頭を回転させます。

ハンドルボタンを押しながら上下に動かすと、ハンドルの
高さを調節できます（3段階）。

車台展開完了

前ハンドル注意：
ハンドルパイプは最小挿入深度まで
挿入してください。ハンドルパイプ
には最小挿入深度のマーク線があり
ます。

折りたたみボタン

ハンドルボタン

マッドガードの取り付けは、直接スロット
に差し込むだけです。

逆に、取り外しは直接引き抜くだけで
完了します。

Aのハンドルパイプを車頭の穴（図B参照）に合わせ、同時
に指でハンドルのボタンを押しながら下に押し込みます（
ハンドルの挿入深さが警告線を下回らないように注意）。
「カチッ」という音がしたら、ロックが正しくかかったこ
とを確認します。3段階の高さ調節が可能です。

 マッドガード取り付け

ハンドル取り付け／車台展開使用方法

注意：サドルの高さは自由に調節できますが、取り付け高さはパイ
プ上の目盛り線を超えないようにしてください。

クランプレバーを開き、ナットを回して緩め、サドルを矢印方向
に取り付けます。適切な高さに調整した後、ナットを締め、クラ
ンプレバーを閉じます。

図のように補助輪セットをフレームに組み付けます。

ペダルボタンを押し、六角穴に合わせて押し込みます
。

自転車（補助輪セット付き、プッシュバー付き）形態
プッシュバーを矢印方向に最後まで差し込み、カチッとロ
ックします。プッシュバーセットの取り付け完了。

自転車（補助輪セット付き）形態
ペダルボタンを押し、矢印方向に合わせてペダルを差し込み、
カチッとロックします。ペダル取り付け完了。

バランスバイク状態完了

バランス歩行車状態完了

クランプレバー

ナット

 サドル／補助輪セット取り付け  ペダル／プッシュバー取り付け

自転車形態では、図の位置に補助輪セッ
トを取り付けることができます。

プッシュバーボタンを押しながら下に押
すと、3段階の高さ調節ができます。

片方の手でペダルボタンを押し、もう一
方の手でフレーム前部を回転させて車台
を折りたたみます。

最後まで回してカチッとロックしたら、
車台の折りたたみ完了です。

プッシュバーと補助輪セットを取り外した後
の自転車形態。

ベルボタンを押すと、ベルが「リンリン」
と鳴ります。

折りたたみボタン

回し続ける

 プッシュバー／補助輪セット取り付け  車台折りたたみ

補助輪セットのボタンを押しながら前に押す
と、取り外しが完了します。

補助輪セットのボタンを押しながら外側に引
き抜くと、取り外しが完了します。

図のように、カップホルダーを下に押し込んでカチッと
止めると、取り付け完了です。

プッシュバーを押さえながらカップホルダーを上に引き
上げると、取り外し完了です。

プッシュバー解除ボタンを押しながらプッシュバーを上に
引き上げると、プッシュバーの取り外しが完了します。

プッシュバー解除ボタンを押しながらプッシュバーを上に
引き上げると、プッシュバーの取り外しが完了します。

図Aのプッシュバー伸縮ボタンを最後まで押し、同時
に上パイプの底部を下パイプの頂部に合わせて挿入し
ます（向きに注意。逆さまにしないこと）。図Bのよ
うに、亜鉛ヘッドを通過したらボタンを離し、さらに
「カチッ」という音がするまで挿入し、下パイプの穴
にロックされれば取り付け完了です。

プッシュバーの上部ボタンが最も高い段階にあるとき
、伸縮ボタンを最後まで押し、同時に鉄棒（直径
3mm未満）で小穴の中をゆっくり押し下げ（図A参照
）、同時にプッシュバー上部を上に引っ張り、プッシ
ュバー上部ボタンを引き抜ける状態になれば、取り外
し完了です。

（後ろのプッシュロッドとカップホルダーはオプション部品）

補助フレームボタン

プッシュバー上部

プッシュバー取り外し完了状態

伸縮ボタン

直径3mm未満の鉄棒

亜鉛ヘッド

補助フレームボタン

 プッシュバー取り付け・取り外し

 カップホルダー／プッシュバー取り付け・取り外し

ボルトとナットを回すと、ブレーキワイヤー
の緩みを調節できます。

ペダルボタンを押し、向きを合わせて内側に
押し込み、カチッとロックすれば完了です。

クランプレバーを開き、ナットを回して緩め
、サドルを上に引き上げます。

スタンドの開口部のスロットを、車輪側のスロットに
合わせて押し込むだけで取り付けられます。

スタンドを少し力を入れて前に押すと、取り外せ
ます。

さらにサドルを上に引き上げると、サドルの
取り外し完了です。

プッシュバー取り外し完了状態ペダルボタンを押しながらペダルを外側に引き抜く
と、ペダルの取り外しが完了します。

 ボルト、ナット

ペダルボタン ペダルボタン

ペダルボタン
クランプレバー

ナット

 ブレーキワイヤー調整／ペダル取り付け・取り外し  サドル／補助フレーム取り付け・取り外し

 スタンド取り付け・取り外し

よくある故障

車輪の回転がスム
ーズでない

車輪またはプラスチ
ックの破損

車台の転向がスム
ーズでない

考えられる原因

車輪とホイールハウジングの間に
異物が挟まっている

異物を取り除く

車輪のベアリング穴が摩耗している

車軸と車輪の穴の間の摩擦が乾
いている

販売店に依頼して新しい車輪と
交換する

少量の台所用洗剤またはワセリン
を加えて潤滑する

車の過積載使用または偶発的な衝突
により車軸が曲がった

偶発的な衝突または気温差の大きさに
よる破損

販売店に依頼して修理またはタ
イヤ交換する

販売店に依頼して修理または交換
する

車台の輸送中または使用中に偶発的
な衝突を受けて変形した

販売店に依頼して修理する

可動部に異物が挟まっている 異物を取り除く

対処方法

毎回の使用前に、各種部品（ネジ、リベット）がしっかりと損傷なく取り付けられているか、部
品やシート生地に破損がないかを点検してください。定期的な点検と修理を行ってください。お
子様の安全のため、異常がある場合は使用を中止してください。
湿気、寒さ、高温の環境での長時間の使用や保管は避けてください。部品の錆びや劣化を引き起
こし、製品寿命に影響したり危険を生じる恐れがあります。
サドルカバーの洗濯：固定ベルトとホックを外し、ぬるま湯で手洗いした後、日陰で乾かしてく
ださい。長時間の直射日光は避けてください。
フレームを洗浄する際は漂白剤を使用せず、金属部品が水に触れないようにしてください。錆び
を防ぎ、製品寿命を守ります。車台を定期的に点検し、問題があればすぐに修理してください。
各回転部分（ホイールジョイントなど）に粘稠な機械油は使用しないでください。希釈した潤滑
剤を少量だけ追加してください。異物が付着して回転に影響するのを防ぐためです。
購入後2ヶ月目に2回目の潤滑メンテナンスを行い、その後は3ヶ月ごとに潤滑メンテナンスを行
ってください。
常用部品：車輪、ブレーキシューなどの部品が破損した場合は、販売店に修理または交換を依頼
してください。

バランスバイク形態、バランス歩行車形態の適応年齢：2～6歳。自転車（補助
輪セット付き、プッシュバー付き）形態、自転車形態の適応年齢：2～6歳。最
大耐荷重：40kg
車台を使用する前に、すべてのロック装置がロック状態にあることを確認して
ください。
お子様が乗車しているときは、監護者はその場を離れないでください。
お子様が乗車しているときは、形態変換などの操作をしないでください。
公共交通道路、転倒しやすい場所、凹凸のある場所、階段、エスカレーター、
池などの危険な場所では使用しないでください。
車台のハンドルに物を掛けないでください。車台の安定性を損なう恐れがあり
ます。
有機溶剤で車体を拭かないでください。
ご使用前に、保護者はこの説明書をよく読み、後で参照できるように大切に保
管してください。説明書に従わない操作は危険を伴う可能性があります。
火気に近づけないでください。
製品の締結部品の推奨トルクは20N·m超、75N·m未満です。
（1）ハンドル：25～30N·m、（2）サドル：20～25N·m
（3）前後輪のトルク：25～30N·m
安全な乗り方の注意：乗るときはヘルメットを着用し、定期的にブレーキ、車
輪、ハンドルを点検してください。
この製品は成人が組み立ててください。

 修理及びメンテナンス方法

 よくある故障とその対処方法

安全警告
앞바퀴뮩장착

앞바퀴

소켓뮩렌치 너트 볼트 육각뮩렌치

앞포크

앞바퀴뮩장착

앞바퀴를뮩앞포크에뮩넣고뮰뮩구멍뮩위치를뮩맞춥니다뮲
볼트를뮩앞포크와뮩앞바퀴의뮩구멍에뮩통과시킵니다뮩뮮볼트의뮩돌기가뮩포크의뮩홈과뮩정렬되었는지뮩반드시뮩
확인하세요뮯뮲
너트를뮩소켓뮩렌치에뮩넣고뮩볼트의뮩나사산과뮩맞춥니다뮲뮩한뮩손으로뮩육각뮩렌치로뮩볼트를뮩고정한뮩채뮰뮩다른뮩
손으로뮩소켓뮩렌치를뮩돌려뮩조입니다뮲뮩앞바퀴뮩장착이뮩완료됩니다뮲

제품뮩정보

안전뮩경고

제품명

제품뮩검사뮩

브랜드명

주요뮩소재뮩

다기능뮩어린이뮩자전거

합격

LECOCO뮮레코코뮯

알루미늄뮩합금뮩+뮩플라스틱

제품뮩중량뮩

최대뮩하중뮩

제품뮩스타일뮩

적합뮩연령뮩

5뮲87kg

40kg

C뮱bike뮩X3plus

2뮱6세

믉뮩밸런스뮩바이크뮰뮩밸런스뮩보행기뮩형태뮩적용뮩연령뮵뮩2~6세뮲
믉뮩자전거뮰뮩자전거뮮보조뮩바퀴뮩장착뮯뮩형태뮩적용뮩연령뮵뮩2~6세뮲
믉뮩차대를뮩사용하기뮩전에뮩모든뮩잠금뮩장치가뮩잠긴뮩상태인지뮩확인한뮩후뮩사용하십시오뮲
믉뮩어린이가뮩탑승하고뮩있을뮩때뮩보호자는뮩자리를뮩떠나지뮩마십시오뮲
믉뮩어린이가뮩탑승하고뮩있을뮩때뮩형태뮩변환뮩등의뮩조작을뮩하지뮩마십시오뮲
믉뮩대중교통뮩도로뮰뮩전복뮩위험이뮩있는뮩장소뮰뮩울퉁불퉁한뮩지대뮰뮩계단뮰뮩에스컬레이터뮰뮩수영장뮩등뮩위험한뮩
뮩뮩장소에서뮩사용하지뮩마십시오뮲
믉뮩차대뮩손잡이에뮩어떤뮩물건도뮩걸지뮩마십시오뮲뮩차대의뮩안정성에뮩영향을뮩줄뮩수뮩있습니다뮲
믉뮩유기뮩용제로뮩차체를뮩닦지뮩마십시오뮲
믉뮩사용뮩전에뮩보호자는뮩이뮩설명서를뮩주의뮩깊게뮩읽고뮩나중에뮩참고할뮩수뮩있도록뮩잘뮩보관하십시오뮲뮩설명서를뮩
뮩뮩따르지뮩않고조작하면뮩위험이뮩발생할뮩수뮩있습니다뮲

본뮩제품을뮩더뮩잘뮩사용하시려면뮩이뮩설명서를뮩주의뮩깊게뮩읽어뮩주십시오뮲뮩설명서에는뮩사용뮩가이드뮰뮩안전뮩
수칙뮰뮩제품뮩설명뮩및뮩유지보수뮩등뮩정보가뮩자세히뮩나와뮩있습니다뮲
다른뮩도움이나뮩정보가뮩필요하시면뮩고객센터로뮩문의하십시오뮲뮩사용뮩시에는뮩본뮩설명서의뮩지침을뮩
따르며뮰뮩어린이는뮩보호자의뮩동반뮩하에뮩사용해야뮩합니다뮲

이뮩제품은뮩4가지뮩모드로뮩변환뮩가능하여뮩아이들의뮩다양한뮩요구를뮩충족시킬뮩수뮩있습니다뮲

아기가뮩아직뮩어려서뮩스스로뮩페달을뮩밟을뮩수뮩없다면뮰뮩
페달을뮩분리하고뮩두뮩발을뮩땅에뮩대고뮩미끄러지는뮩연습을뮩합니다뮲

기능뮩특징

뮩1뮲밸런스뮩바이크뮩형태

이뮩차대는뮩아기의뮩필요에뮩따라뮩자전거로뮩사용할뮩
수뮩있습니다뮲

뮩4뮲자전거뮩형태

아기가뮩아직뮩어려서뮩스스로뮩페달을뮩밟을뮩수뮩없다면뮰뮩
보조뮩바퀴를뮩장착하고뮩두뮩발을뮩땅에뮩대고뮩미끄러지는뮩연습을뮩합니다뮲

2뮲밸런스뮩보행기뮩형태

이뮩차대는뮩아기의뮩필요에뮩따라뮩자전거로뮩변환하여뮩사용할뮩수뮩
있습니다뮲

3뮲자전거뮮보조뮩바퀴뮩세트뮩장착뮰뮩푸시바뮩장착뮯뮩형태

뮩뮮옵션뮩부품뮰뮩구체적인뮩내용은뮩실제뮩수령한뮩제품뮩기준뮯

뮩뮮옵션뮩부품뮰뮩구체적인뮩내용은뮩실제뮩수령한뮩제품뮩기준뮯

뮩뮮옵션뮩부품뮰뮩구체적인뮩내용은뮩실제뮩수령한뮩제품뮩기준뮯뮩뮮옵션뮩부품뮰뮩구체적인뮩내용은뮩실제뮩수령한뮩제품뮩기준뮯

부품뮩분해도

메인뮩프레임

페달 보조뮩바퀴뮩세트
머드가드뮩×1

컵뮩홀더뮩×1푸시바뮩×1

안장
스탠드뮩×1

화살표뮩방향으로뮩접이뮩버튼을뮩누른뮩후뮰뮩접이뮩버튼이뮩뮭딸깍뮭뮩
소리와뮩함께뮩원위치될뮩때까지뮩차량뮩앞부분을뮩회전시킵니다뮲

핸들뮩버튼을뮩누른뮩상태에서뮩위아래로뮩움직이면뮩핸들뮩
높이를뮩조절할뮩수뮩있습니다뮮3단계뮯뮲

차대뮩펼침뮩완료

앞뮩핸들뮩주의뮵뮩
핸들뮩파이프는뮩최소뮩삽입뮩깊이까지뮩
삽입해야뮩합니다뮲뮩핸들뮩파이프에는뮩
최소뮩삽입뮩깊이뮩표시선이뮩있습니다뮲

핸들뮩버튼

핸들뮩버튼

머드가드뮩장착은뮩머드가드를뮩직접뮩슬롯에뮩꽂기만뮩
하면뮩됩니다뮲

반대로뮰뮩머드가드뮩분리는뮩직접뮩빼내기만뮩하면뮩
분리가뮩완료됩니다뮲

A의뮩핸들뮩파이프를뮩차량뮩앞부분의뮩구멍뮮그림뮩B뮩참조뮯에뮩맞춘뮩후뮰뮩
손가락으로뮩핸들뮩버튼을뮩누르면서뮩아래로뮩눌러뮩넣습니다뮮핸들뮩삽입뮩
깊이가뮩경고선보다뮩낮지뮩않도록뮩주의뮯뮲뮩뮭딸깍뮭뮩소리가뮩나면뮩제대로뮩
잠겼는지뮩확인합니다뮲뮩3단계뮩높이뮩조절이뮩가능합니다뮲

뮩머드가드뮩장착

핸들뮩장착뮩뮳뮩차대뮩펼침뮩사용뮩설명

주의뮵뮩안장뮩높이는뮩자유롭게뮩조절할뮩수뮩있지만뮰뮩장착뮩높이는뮩파이프의뮩눈금선을뮩
초과해서는뮩안뮩됩니다뮲

클램프뮩레버를뮩열고뮩너트를뮩돌려뮩풉니다뮲뮩안장을뮩화살표뮩방향으로뮩장착한뮩후뮩
적절한뮩높이로뮩조정한뮩다음뮩너트를뮩조이고뮩클램프뮩레버를뮩닫습니다뮲

그림과뮩같이뮩보조뮩바퀴뮩세트를뮩프레임에뮩조립합니다뮲

밸런스뮩바이크뮩상태뮩완료

밸런스뮩보행기뮩상태뮩완료

클램프뮩레버

너트

뮩안장뮩뮳뮩보조뮩바퀴뮩세트뮩장착

페달뮩버튼을뮩누르고뮩육각뮩구멍에뮩맞춰뮩밀어뮩넣습니다뮲

자전거뮮보조뮩바퀴뮩세트뮩장착뮰뮩푸시바뮩장착뮯뮩형태
푸시바를뮩화살표뮩방향으로뮩끝까지뮩밀어뮩넣고뮩뮭딸깍뮭뮩소리와뮩함께뮩
잠급니다뮲뮩푸시바뮩세트뮩장착뮩완료뮲

자전거뮮보조뮩바퀴뮩세트뮩장착뮯뮩형태
페달뮩버튼을뮩누르고뮩화살표뮩방향에뮩맞춰뮩페달을뮩밀어뮩넣어뮩뮭딸깍뮭뮩소리와뮩
함께뮩잠급니다뮲뮩페달뮩장착뮩완료뮲

뮩페달뮩뮳뮩푸시바뮩장착

자전거뮩형태에서는뮩그림과뮩같은뮩위치에뮩보조뮩
바퀴뮩세트를뮩장착할뮩수뮩있습니다뮲

푸시바뮩버튼을뮩누른뮩상태에서뮩아래로뮩밀면뮩3단계뮩
높이뮩조절이뮩가능합니다뮲

푸시바와뮩보조뮩바퀴뮩세트를뮩분리한뮩후의뮩자전거뮩형태

벨뮩버튼을뮩누르면뮩벨이뮩뮭따르릉뮭뮩소리를뮩냅니다뮲

뮩푸시바뮩뮳뮩보조뮩바퀴뮩세트뮩장착

한뮩손으로뮩페달뮩버튼을뮩누르고뮩다른뮩손으로뮩
프레임뮩앞부분을뮩회전시켜뮩차대를뮩접습니다뮲

끝까지뮩회전하여뮩뮭딸깍뮭뮩소리와뮩함께뮩잠기면뮩차대뮩
접기가뮩완료됩니다뮲

접이뮩버튼

계속뮩회전

뮩차대뮩접기

볼트와뮩너트를뮩돌리면뮩브레이크뮩케이블의뮩조임뮩
정도를뮩조절할뮩수뮩있습니다뮲

페달뮩버튼을뮩누르고뮩방향을뮩맞춘뮩후뮩안쪽으로뮩밀어뮩
넣어뮩뮭딸깍뮭뮩소리와뮩함께뮩잠기면뮩완료됩니다뮲

페달뮩버튼을뮩누른뮩상태에서뮩페달을뮩뒤쪽으로뮩빼내면뮩페달뮩
분리가뮩완료됩니

페달뮩버튼을뮩누른뮩상태에서뮩페달을뮩바깥쪽으로뮩빼내면뮩페달뮩
분리가뮩완료됩니다뮲

뮩볼트뮰뮩너트 페달뮩버튼

뮩브레이크뮩케이블뮩조절뮩뮳뮩페달뮩장착믉분리
클램프뮩레버를뮩열고뮩너트를뮩돌려뮩푼뮩후뮩안장을뮩위로뮩
들어뮩올립니다뮲

스탠드뮩개방부의뮩슬롯을뮩바퀴뮩쪽뮩슬롯에뮩맞춰뮩밀어뮩넣으면뮩
장착됩니다뮲

스탠드를뮩약간뮩힘을뮩주어뮩앞으로뮩밀면뮩분리됩니다뮲

안장을뮩계속뮩위로뮩들어뮩올리면뮩안장뮩분리가뮩
완료됩니다뮲

클램프뮩레버

너트

뮩안장뮩뮳뮩보조뮩프레임뮩장착믉분리

뮩스탠드뮩장착믉분리

A

B A

보조뮩바퀴뮩세트뮩버튼을뮩누른뮩상태에서뮩보조뮩바퀴뮩
세트를뮩앞으로뮩밀면뮩분리가뮩완료됩니다뮲

보조뮩바퀴뮩세트뮩버튼을뮩누른뮩상태에서뮩보조뮩바퀴뮩
세트를뮩바깥쪽으로뮩빼내면뮩분리가뮩완료됩니다뮲

그림뮩A의뮩푸시바뮩신축뮩버튼을뮩끝까지뮩누른뮩상태에서뮩상부뮩봉의뮩
하단을뮩하부뮩봉의뮩상단에뮩맞춰뮩삽입합니다뮮방향뮩주의뮰뮩거꾸로뮩
장착하지뮩마십시오뮯뮲뮩그림뮩B와뮩같이뮩아연뮩헤드를뮩지나뮩삽입되면뮩
버튼을뮩놓고뮩뮭딸깍뮭뮩소리가뮩날뮩때까지뮩계속뮩삽입하여뮩하부뮩
파이프뮩구멍에뮩잠기면뮩장착뮩완료입니다뮲

푸시바뮩상부뮩버튼이뮩가장뮩높은뮩단계에뮩있을뮩때뮩신축뮩버튼을뮩
끝까지뮩누르고뮰뮩동시에뮩철봉뮮직경뮩3mm뮩미만뮯으로뮩작은뮩구멍뮩
안쪽을뮩천천히뮩눌러뮩내려갑니다뮮그림뮩A뮩참조뮯뮲뮩동시에뮩푸시바뮩
상부뮩그룹을뮩위로뮩당겨뮩푸시바뮩상부뮩버튼을뮩빼낼뮩수뮩있을뮩
때까지뮩하면뮩분리뮩완료입니다뮲

보조뮩프레임뮩버튼

푸시바뮩상부

신축뮩버튼

직경뮩3mm뮩미만의뮩철봉

뮩푸시바뮩장착믉분리뮮뒤쪽뮩푸시로드와뮩컵뮩홀더는뮩옵션뮩부품뮯

아연뮩헤드

보조뮩프레임뮩버튼

그림과뮩같이뮩컵뮩홀더를뮩아래로뮩눌러뮩체결하면뮩컵뮩홀더뮩장착이뮩
완료됩니다뮲

푸시바를뮩누른뮩상태에서뮩컵뮩홀더를뮩위로뮩들어뮩올리면뮩분리뮩
완료됩니다뮲

푸시바뮩해제뮩버튼을뮩누른뮩상태에서뮩푸시바를뮩위로뮩당기면뮩푸시바뮩
분리가뮩완료됩니다뮲

푸시바뮩분리뮩완료뮩상태

푸시바뮩해제뮩버튼

뮩컵뮩홀더뮩뮳뮩푸시바뮩장착믉분리

밸런스뮩바이크뮩형태뮰뮩밸런스뮩보행기뮩형태뮩적용뮩연령뮵뮩2~6세뮶뮩자전거뮮보조뮩바퀴뮩
세트뮩장착뮰뮩푸시바뮩장착뮯뮩형태뮰뮩자전거뮩형태뮩적용뮩연령뮵뮩2~6세뮶뮩최대뮩하중뮵뮩40kg
차대를뮩사용하기뮩전에뮩모든뮩잠금뮩장치가뮩잠긴뮩상태인지뮩확인하십시오뮲
어린이가뮩탑승하고뮩있을뮩때뮩보호자는뮩자리를뮩떠나지뮩마십시오뮲
어린이가뮩탑승하고뮩있을뮩때뮩형태뮩변환뮩등의뮩조작을뮩하지뮩마십시오뮲
대중교통뮩도로뮰뮩전복뮩위험이뮩있는뮩장소뮰뮩울퉁불퉁한뮩지대뮰뮩계단뮰뮩에스컬레이터뮰뮩
수영장뮩등뮩위험한뮩장소에서뮩사용하지뮩마십시오뮲
차대뮩손잡이에뮩어떤뮩물건도뮩걸지뮩마십시오뮲뮩차대의뮩안정성에뮩영향을뮩줄뮩수뮩
있습니다뮲
유기뮩용제로뮩차체를뮩닦지뮩마십시오뮲
사용뮩전에뮩보호자는뮩이뮩설명서를뮩주의뮩깊게뮩읽고뮩나중에뮩참고할뮩수뮩있도록뮩잘뮩
보관하십시오뮲뮩설명서를뮩따르지뮩않고뮩조작하면뮩위험이뮩발생할뮩수뮩있습니다뮲
화기뮩근처에뮩두지뮩마십시오뮲
제품뮩체결뮩부품의뮩권장뮩토크는뮩20N믉m뮩초과뮰뮩75N믉m뮩미만입니다뮲
뮮1뮯뮩핸들뮵뮩25~30N믉m뮰뮩뮮2뮯뮩안장뮵뮩20~25N믉m
뮮3뮯뮩앞뒤뮩바퀴뮩토크뮵뮩25~30N믉m
안전한뮩주행뮩안내뮵뮩주행뮩시뮩헬멧을뮩착용하고뮰뮩정기적으로뮩브레이크뮰뮩바퀴뮰뮩핸들을뮩
점검하십시오뮲
이뮩제품은뮩성인이뮩조립하십시오뮲

안전뮩경고

자주뮩발생하는뮩문제

바퀴뮩회전뮩불량

바퀴뮩또는뮩플라스틱뮩파손

차대뮩조향뮩불량

발생뮩가능뮩원인

바퀴와뮩바퀴뮩하우징뮩사이에뮩이물질이뮩
끼어뮩있음

이물질뮩제거

바퀴뮩베어링뮩구멍뮩마모

차축과뮩바퀴뮩구멍뮩사이의뮩마찰이뮩건조함

판매점에뮩새뮩바퀴로뮩교체뮩요청

소량의뮩주방뮩세제뮩또는뮩바셀린을뮩넣어뮩윤활

과적뮩사용뮩또는뮩충격으로뮩인한뮩차축뮩휨

충격뮩또는뮩큰뮩온도뮩차이로뮩인한뮩파손

판매점에뮩수리뮩또는뮩타이어뮩교체뮩요청

판매점에뮩수리뮩또는뮩교체뮩요청

운송뮩또는뮩사용뮩중뮩충격으로뮩인한뮩변형 판매점에뮩수리뮩요청

회전뮩부위에뮩이물질뮩끼임 이물질뮩제거

해결뮩방법

매번뮩사용뮩전에뮩각종뮩부품뮮나사뮰뮩리벳뮯이뮩단단하고뮩손상되지뮩않았는지뮰뮩부품이나뮩시트뮩원단에뮩파손이뮩
없는지뮩점검하십시오뮲뮩정기적으로뮩점검뮩및뮩수리하십시오뮲뮩아기의뮩안전을뮩위해뮩이상이뮩있으면뮩사용을뮩
중단하십시오뮲
습하거나뮰뮩춥거나뮰뮩고온의뮩환경에서뮩장시간뮩사용하거나뮩보관하지뮩마십시오뮲뮩부품이뮩녹슬거나뮩
노화되어뮩제품뮩수명에뮩영향을뮩주거나뮩위험이뮩발생할뮩수뮩있습니다뮲
시트뮩패드뮩세척뮵뮩고정뮩끈과뮩스냅뮩단추를뮩풀고뮩미지근한뮩물에뮩손세탁한뮩후뮩그늘에서뮩건조하십시오뮲뮩
과도한뮩햇빛뮩노출은뮩피하십시오뮲
프레임뮩세척뮩시뮩표백제를뮩사용하지뮩마십시오뮲뮩금속뮩부품이뮩물에뮩닿지뮩않도록뮩하여뮩녹이뮩슬고뮩제품뮩
수명에뮩영향을뮩주는뮩것을뮩방지하십시오뮲뮩차대를뮩정기적으로뮩점검하고뮩문제가뮩있으면뮩즉시뮩
수리하십시오뮲
각뮩회전뮩부위뮮예뮵뮩바퀴뮩관절뮩등뮯에는뮩점도가뮩높은뮩기계용뮩윤활유를뮩넣지뮩마십시오뮲뮩대신뮩희석된뮩
윤활유를뮩소량만뮩첨가하십시오뮲뮩윤활유에뮩이물질이뮩달라붙어뮩회전에뮩영향을뮩줄뮩수뮩있으므로뮩
주의하십시오뮲
구입뮩후뮩2개월뮩차에뮩두뮩번째뮩윤활뮩유지보수를뮩하고뮰뮩이후뮩3개월마다뮩윤활뮩유지보수를뮩하십시오뮲
상용뮩부품뮵뮩바퀴뮰뮩브레이크뮩슈뮩등의뮩부품이뮩손상된뮩경우뮩판매점에뮩수리뮩또는뮩교체를뮩요청하십시오뮲

뮩수리뮩및뮩유지보수뮩방법

뮩자주뮩발생하는뮩문제뮩및뮩해결뮩방법

Установка переднего колеса

Переднее колесо

Торцевой ключ Гайка Болт Шестигранный ключ

Передняя вилка

Установка переднего колеса

Установите переднее колесо в вилку, совместив его с отверстием.
Вставьте болт через вилку и отверстие в переднем колесе (убедитесь, что выступ болта 
совпадает с выемкой в вилке).
Наденьте гайку на торцевой ключ, совместив её с резьбой болта. Одной рукой 
удерживайте болт шестигранным ключом, другой рукой поверните торцевой ключ для 
затягивания. Установка переднего колеса завершена.

Информация о продукте

Предупреждения безопасности

Наименование

Контроль 

Название бренда 

Основной материал 

Многофункциональный 
детский велосипед
Соответствует

LECCOCO (Лекокко)

Алюминиевый сплав + пластик

Вес нетто 

Максимальная нагрузка

Версия

Подходящий возраст

5,87 кг

40 кг

C-bike X3plus

2–6 лет

Форма «балансировочный велосипед» и форма «балансировочная ходунка» – для детей 2–6 лет.
Форма «велосипед» и «велосипед с дополнительными колёсиками» – для детей 2–6 лет.
Перед использованием шасси убедитесь, что все фиксирующие устройства находятся в 
заблокированном состоянии.
Когда ребёнок находится на изделии, сопровождающий взрослый не должен отходить.
Когда ребёнок находится на изделии, не производите переключение форм.
Не используйте на дорогах общего пользования, в местах с опасностью опрокидывания, на неровной 
поверхности, лестницах, эскалаторах, у бассейнов и в других опасных зонах.
Не вешайте никакие предметы на ручку шасси, чтобы не нарушить его устойчивость.
Не протирайте раму органическими растворителями.
Перед использованием взрослый должен внимательно прочитать руководство и сохранить его для 
справки в будущем. Несоблюдение инструкций может привести к опасности.

·
·
·

·
·
·

·
·
·

Для более качественного использования данного изделия внимательно прочитайте данное 
руководство. В нём подробно описаны инструкции по использованию, меры безопасности, описание 
изделия, техническое обслуживание и прочая информация.
Если вам потребуется дополнительная помощь или информация, обратитесь в нашу службу 
поддержки. При использовании следуйте данному руководству. Дети должны пользоваться изделием 
под присмотром взрослых.

 Подножка ×1 (опциональная деталь; 
точное исполнение – по факту получения)

 (wahlweises Zubehör – Lieferumfang 
abhängig von der bestellten Produktvariante)

Этот продукт может преобразовываться в 4 режима, чтобы удовлетворить различные 
потребности детей.

Если малыш ещё мал и не умеет самостоятельно крутить 
педали, можно снять педали и тренироваться скользить, 
касаясь ногами земли.

Схема разборки деталей  Особенности функций

 Основная рама ×1

 1.Форма «балансировочный велосипед»

Данное шасси можно по желанию ребёнка использовать 
как велосипед.

 4.Форма «велосипед» (возраст: 4–8 лет)

Если малыш ещё мал и не умеет самостоятельно 
крутить педали, можно установить вспомогательные 
колёсики и тренироваться скользить, касаясь ногами земли.

2. Форма «балансировочная ходунка» 

Форма «велосипед с комплектом вспомогательных 
колёс и толкающей ручкой»: данное шасси можно по 
желанию ребёнка использовать как велосипед.

3.Форма «велосипед (с комплектом 
вспомогательных колёс и толкающей ручкой)»

Педали ×2 Комплект вспомогательных 
колёс ×2

Брызговик ×1 

Держатель для стакана ×1 Толкающая ручка ×1
 (wahlweises Zubehör – Lieferumfang 

abhängig von der bestellten Produktvariante)
 (wahlweises Zubehör – Lieferumfang 

abhängig von der bestellten Produktvariante)

Седло ×1
Подножка ×1

Для установки брызговика достаточно просто 
вставить его в паз.

Чтобы снять, просто вытяните его – снятие 
завершено.

Совместите трубу руля в точке A с отверстием передней части 
(как показано на рисунке B), одновременно пальцем нажмите 
кнопку на руле и надавите вниз (следите, чтобы глубина вставки 
руля была не ниже предупредительной линии). Услышав 
щелчок, убедитесь в фиксации. Высоту можно регулировать в 
трёх положениях.

Нажмите кнопку складывания в направлении стрелки, 
затем поворачивайте переднюю часть, пока кнопка 
не зафиксируется в исходном положении.

Удерживая кнопку руля, можно регулировать 
высоту руля вверх-вниз (три положения).

Шасси раскрыто

Внимание, передний руль: труба руля 
должна быть вставлена до минимальной 
глубины. На трубе руля есть метка 
минимальной глубины вставки.

Кнопка складывания

Кнопка руля

 Установка брызговика

 Установка руля / Раскладывание шасси – инструкция

Внимание: высоту седла можно свободно регулировать, но 
высота установки не должна превышать риску на трубе.

Откройте зажимной рычаг, поверните гайку, чтобы ослабить. 
Установите седло в направлении стрелки, отрегулируйте 
нужную высоту, затем затяните гайку и закройте рычаг.

Соберите комплект вспомогательных колёс в 
раму, как показано на рисунке.

Нажмите кнопку педали, совместите с 
шестигранным отверстием и вставьте.

Форма «велосипед (с комплектом вспомогательных 
колёс и толкающей ручкой)»
Установите толкающую ручку по направлению стрелки 
до упора и зафиксируйте. Установка толкающей ручки 
завершена.

Форма «велосипед (с комплектом вспомогательных 
колёс)»
Удерживая кнопку педали, совместите с направлением 
стрелки, вставьте педаль и зафиксируйте. Установка 
педалей завершена.

Состояние «балансировочный 
велосипед» готово

Состояние «балансировочная ходунка» 
готово

Зажимной рычаг

Гайка

 Установка седла / комплекта вспомогательных колёс  Установка педалей / толкающей ручки

В форме велосипеда комплект 
вспомогательных колёс можно 
установить в положение, показанное на 
рисунке.

Удерживая кнопку толкающей ручки, 
толкайте вниз – можно регулировать 
высоту в трёх положениях.

Одной рукой удерживайте кнопку 
педали, другой рукой вращайте 
переднюю часть рамы, чтобы сложить 
шасси.

Когда вращение дойдёт до упора и 
зафиксируется, шасси сложено.

Форма велосипеда после снятия 
толкающей ручки и комплекта 
вспомогательных колёс

Нажмите кнопку звонка – звонок издаст 
звук «динь».

Кнопка складывания

Продолжайте вращать

 Установка толкающей ручки /комплекта вспомогательных колёс  Складывание шасси

Удерживая кнопку комплекта 
вспомогательных колёс, толкните 
комплект вперёд – снятие завершено.

Согласно рисунку, защёлкните держатель 
стакана внизу – установка держателя завершена.

Удерживая толкающую ручку, поднимите 
держатель стакана вверх – снятие завершено.

Удерживая кнопку отсоединения толкающей 
ручки, потяните ручку вверх – снятие толкающей 
ручки завершено.

Состояние со снятой толкающей ручкой

Удерживая кнопку комплекта 
вспомогательных колёс, толкните 
комплект вперёд – снятие завершено.

Нажмите кнопку телескопической толкающей ручки на 
рисунке A до упора, одновременно совместите нижнюю 
часть верхнего стержня с верхней частью нижнего стержня и 
вставьте (обратите внимание на направление, не вставляйте 
перевёрнутым). Как показано на рисунке B, когда вставка 
пройдёт через цинковую головку, отпустите кнопку и 
продолжайте вставлять до щелчка «так». Зафиксируется в 
отверстии нижней трубы – установка завершена.

Когда верхняя кнопка толкающей ручки находится в 
самом высоком положении, нажмите кнопку 
телескопирования до упора, одновременно 
металлическим стержнем (диаметром менее 3 мм) 
медленно надавите внутрь маленького отверстия (как 
на рисунке A) и одновременно тяните верхнюю группу 
толкающей ручки вверх, пока не сможете вытащить 
верхнюю кнопку – снятие завершено.

 (задний толкатель и держатель стакана 
– опциональные детали)

Кнопка 
вспомогательной рамы

Верхняя группа толкающей ручки

Кнопка 
телескопирования

Кнопка отсоединения 
толкающей ручки

Металлический стержень 
диаметром менее 3 мм

Цинковая головка

Кнопка 
вспомогательной рамы

 Установка и снятие толкающей ручки 

 Установка и снятие держателя стакана / толкающей ручки

Вращая болт и гайку, можно 
отрегулировать натяжение троса тормоза.

Удерживая кнопку педали, совместите по 
направлению, вставьте внутрь до 
фиксации – готово.

Откройте зажимной рычаг, поверните 
гайку, чтобы ослабить, приподнимите 
седло вверх.

Совместите паз открытой части подножки с 
пазом на колесе и вставьте.

Слегка надавив на подножку вперёд, можно её 
снять.

Продолжайте поднимать седло вверх – 
снятие седла завершено.

Удерживая кнопку педали, вытяните педаль 
назад – снятие педали завершено.

Удерживая кнопку педали, вытяните педаль 
наружу – снятие педали завершено.

Болт, гайка

Кнопка педали Кнопка педали

Кнопка педали
Зажимной рычаг

Гайка

 Регулировка троса тормоза / Установка и снятие педалей  Установка и снятие седла / вспомогательной рамы

 Установка и снятие подножки
Частые неисправности

Колесо вращается 
туго

Поломка колеса 
или пластика

Рулевое управление 
шасси тугое

Возможныепричины

Между колесом и посадочным 
местом застрял посторонний предмет

Удалите посторонний предмет

Износ отверстия подшипника 
колеса

Сухое трение между осью 
и отверстием колеса

Обратитесь к дилеру для 
замены колеса

Добавьте немного бытового моющего 
средства или вазелина для смазки

Перегрузка или удар, 
вызвавший изгиб оси

Повреждение в результате удара 
или сильного перепада температур

Обратитесь к дилеру для 
ремонта или замены колеса

Обратитесь к дилеру для 
ремонта или замены

Деформация шасси при 
транспортировке или 
эксплуатации в результате удара

Обратитесь к дилеру для ремонта

Посторонний предмет застрял в 
подвижной части

Удалите посторонний предмет

Способустранения

Перед каждым использованием проверяйте все компоненты (винты, заклёпки) на надёжность и 
целостность, а также проверяйте детали и ткань сиденья на наличие повреждений. Регулярно 
проводите осмотр и ремонт. Ради безопасности вашего малыша при обнаружении неисправностей 
прекратите использование.
Избегайте длительного использования или хранения во влажной, холодной или жаркой среде, так как 
это может привести к ржавлению и старению деталей, сократить срок службы изделия или вызвать 
опасность.
Очистка подушки сиденья: расстегните фиксирующие лямки и кнопки, постирайте вручную в тёплой 
воде, затем высушите в тени. Не допускайте длительного воздействия прямых солнечных лучей.
При очистке рамы не используйте отбеливатели. Избегайте контакта металлических деталей с водой, 
чтобы предотвратить ржавление и продлить срок службы изделия. Регулярно осматривайте шасси, 
при неисправностях своевременно ремонтируйте.
На подвижные части (например, шарниры колёс) нельзя наносить густую механическую смазку. 
Допускается наносить небольшое количество разбавленной смазки, чтобы избежать налипания грязи, 
мешающего вращению.
Через 2 месяца после покупки проведите вторую смазку, затем проводите смазку каждые 3 месяца.
Распространённые запчасти: колёса, тормозные колодки и другие детали. В случае повреждения 
обратитесь к дилеру для ремонта или замены.

Форма «балансировочный велосипед», форма «балансировочная ходунка» – возраст 
2–6 лет; форма «велосипед (с комплектом вспомогательных колёс и толкающей 
ручкой)», форма «велосипед» – возраст 2–6 лет. Максимальная нагрузка: 40 кг.
Перед использованием шасси убедитесь, что все фиксирующие устройства находятся 
в заблокированном состоянии.
Когда ребёнок находится на изделии, сопровождающий взрослый не должен 
отходить.
Когда ребёнок находится на изделии, не производите переключение форм.
Не используйте на дорогах общего пользования, в местах с опасностью 
опрокидывания, на неровной поверхности, лестницах, эскалаторах, у бассейнов и в 
других опасных зонах.
Не вешайте никакие предметы на ручку шасси, чтобы не нарушить его устойчивость.
Не протирайте раму органическими растворителями.
Перед использованием взрослый должен внимательно прочитать руководство и 
сохранить его для справки в будущем. Несоблюдение инструкций может привести к 
опасности.
Не приближайте к источникам огня.
Рекомендуемый крутящий момент для крепёжных деталей: более 20 Н·м, менее 75 Н
·м.
(1) Руль: 25–30 Н·м; (2) Седло: 20–25 Н·м.
(3) Крутящий момент переднего и заднего колёс: 25–30 Н·м.
Правила безопасной езды: при езде надевайте шлем, регулярно проверяйте тормоза, 
колёса и руль.
Данное изделие собирается взрослым.

 Инструкция по ремонту и техническому обслуживанию

 Частые неисправности и способы их устранения

 Предупреждения безопасности

前輪安裝

前輪 前叉

套筒扳手 螺母 螺栓 內六角扳手

前輪安裝

將前輪置入前叉，並對準孔洞。
將螺栓穿過前叉與前輪的孔洞（請確認螺栓的突出部分與前叉的凹槽對齊）。
將螺母套入套筒，對準螺栓的螺紋。以單手用內六角扳手固定螺栓，另一手轉動套筒
扳手鎖緊，即完成前輪安裝。
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